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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文で扱ったサプライチェーン構成メンバー間のコーディネーションの問題はサプライチェーン・マネジメント
における中心的なテーマの一つである。ここで提案したモデルはいずれも先行研究を踏まえた拡張モデルであるが、
それぞれ示唆に富んだ新しい興味深い知見を得ている。ただ、第四章で扱ったサプライチェーン構成メンバーのリス
クヘの態度がサプライチェーン全体最適へ及ぼす影響については、結論のいくつかはプラットのリスク回避関数が特
別な効用関数について得られている点など今後の課題も残されている。しかし、このテーマの理論的研究は緒につい
たばかりであり、さらなる展開に寄与する貢献度は高いといえる。 
 以上、本論文は、理論的展開の緻密さ、得られた知見から判断して、博士（経済学）の学位に相応しいものと認定
する。 
